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国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
「
南
蛮
屛
風
」（
六
曲
一
隻
）
は
入
津
す
る
南
蛮
船
、
港
に
上
陸
す
る

南
蛮
人
、
舶
来
品
や
日
本
の
品
々
を
商
う
店
、
南
蛮
寺
を
描
い
た
作
品
で
、
十
七
世
紀
前
半
の
制
作

と
見
ら
れ
る
。
本
作
品
は
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
「
南
蛮
屛
風
」（
六
曲
一
双
）
の
右
隻
の
構
図
や
図

様
を
継
承
し
た
作
品
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
南
蛮
屛
風
の
現
存
作
例
の
中
で
は
珍
し
い
小
屛
風
（
本

紙
縦
八
七
・
六
㎝
）
で
あ
る
が
、
画
面
全
体
の
保
存
状
態
が
良
好
で
な
く
、
研
究
対
象
と
し
て
注

目
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
本
作
品
を
詳
細
に
写
し
た
明
治
時
代
の
模
本
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
そ
の
表
現

を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
品
そ
の
も
の
が
有
す
る
情
報
を
整
理
し
た
。
そ
し
て
細
部
の
表
現
に

つ
い
て
確
認
し
、
南
蛮
屛
風
と
し
て
の
本
作
品
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
。
本
作
品
は
残
念
な
が
ら
後

世
の
補
修
や
補
筆
に
よ
っ
て
、
鑑
賞
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
部
分
も
多
い
が
、
細
部
を
緻
密
に
描

き
込
ん
だ
表
現
や
調
和
の
と
れ
た
装
飾
性
は
、
本
来
す
ぐ
れ
た
作
例
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
本
作
品
は
十
七
世
紀
前
半
に
多
数
制
作
さ
れ
た
南
蛮
屛
風
の
中
で
も
、
よ
り
私
的
空
間
で
鑑
賞

す
る
た
め
に
通
常
の
画
面
の
大
き
さ
（
五
尺
屛
風
）
で
は
な
く
、
小
屛
風
で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
南
蛮
美
術
、
近
世
風
俗
画
、
模
写

国
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は
じ
め
に

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
「
南
蛮
屛
風
」（
H

 -
 

13
）（
以
下
、
本
作
品
と
す
る
）（
図

1
）は
、
六
曲
一
隻
の
小
屛
風
に
左
方
よ
り
入
津
す
る
南
蛮
船
と
上
陸
す
る
南
蛮
人
、

右
側
に
舶
来
の
珍
品
や
日
本
の
諸
道
具
を
扱
う
商
店
が
軒
を
連
ね
、
右
上
に
は
南
蛮

寺
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
先
学
の
研
究
に
よ
り
南
蛮
屛
風
は
国
内
外
に
九
〇
点

余
り
の
現
存
作
例
が
あ
り
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
半
ば
に
か
け
て
制
作
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
（
（

。
本
作
品
は
こ
れ
ま
で
狩
野
内
膳
筆
、
神
戸
市
立
博
物
館
蔵

「
南
蛮
屛
風
」（
六
曲
一
双
、
以
下
、
内
膳
本
と
す
る
）
の
右
隻
の
図
様
を
継
承
し
た

作
例
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
保
存
状
態
が
よ
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
（
（

。
絵
画
表
面
全
体
が
暗
い
褐
色
を
呈
し
て
お
り
、
彩
色
や
表
現
が
見
づ
ら
い
部
分

や
、損
傷
箇
所
に
適
切
で
な
い
補
修
が
施
さ
れ
た
部
分
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
南
蛮
屛
風
と
い
う
画
題
、
ま
た
近
世
風
俗
画
の
表
現
と
い
う
問
題
を

考
え
る
上
で
、
本
作
品
は
興
味
深
い
作
例
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
東
京
国
立
博
物

館
に
本
作
品
の
模
写
と
さ
れ
る
「
南
蛮
図
屛
風
」（
図
2
）（
以
下
、
東
博
模
写
本
と

す
る

（
（
（

）
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
こ
の
小
考
は
、
本
共
同
研
究
の
枠

組
み
に
お
い
て
実
施
し
た
調
査
研
究
に
基
づ
き
、
作
品
の
情
報
を
整
理
し
、
細
部
の

表
現
に
つ
い
て
確
認
し
、
南
蛮
屛
風
と
し
て
の
本
作
品
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
も
の

で
あ
る
。

❶
伝
来
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
本
作
品
の
伝
来
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
作
品
が
初
め
て
写
真

図
版
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
刊
行
の
『
東
洋
藝
術
名
品
綜

覧
』
と
見
ら
れ
る
。
同
書
に
は
「
阿
蘭
陀
繪
屛
風　

大
阪　

原
田
六
郎
君
蔵
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
、「
小
屛
風
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
同
種
製
作
の
う
ち
優
秀
な
る
部

類
に
属
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
こ
の
当
時
の
所
蔵
者
・
原

田
六
郎
氏
は
現
在
の
日
立
造
船
株
式
会
社
の
前
身
で
あ
る
大
阪
鉄
工
所
の
社
長
を
務

め
た
実
業
家
で

（
（
（

、
同
氏
に
よ
る
本
作
品
の
入
手
時
期
や
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
。
高
見
沢
忠
雄
氏
は
本
作
品
を
実
見
で
き
な
い
な
が
ら
も
、『
東
洋
藝
術
名
品
綜

覧
』
の
解
説
と
、
そ
の
鮮
明
と
は
言
い
難
い
図
版
や
こ
の
屛
風
に
拠
っ
た
と
い
う
明

治
期
の
木
版
画
を
も
と
に
推
測
・
考
察
を
加
え
、
本
作
品
の
史
的
価
値
の
高
さ
に
つ

い
て
指
摘
し
て
い
る

（
（
（

。

　

な
お
こ
の
明
治
期
の
木
版
画
に
つ
い
て
は
、
高
見
沢
氏
は
オ
ス
カ
ー
・
ミ
ュ
ン
ス

タ
ー
ベ
ル
ヒ
氏
の
論
文

（
（
（

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
図
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
高
見
沢

氏
の
解
説
で
は
木
版
画
の
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ヒ

氏
の
論
文
の
挿
図
に
はK

oko Ruisan

と
記
さ
れ
て
お
り
、『
好
古
類
纂
』
の
こ
と

と
見
ら
れ
る
。『
好
古
類
纂
』
第
七
集

（
（
（

に
載
せ
ら
れ
る
口
絵
（
図
3
）
と
第
八
集
に

載
せ
ら
れ
る
口
絵
（
図
4
）
と
そ
の
解
説

（
（1
（

に
よ
る
と
、
こ
の
図
は
某
家
秘
蔵
で
、
天

正
頃
の
有
様
を
描
い
た
二
枚
折
の
屛
風
を
縮
図
し
て
掲
載
し
た
と
い
う
。
構
図
や
図

様
、
細
部
の
描
写
な
ど
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
作
品
や
東
博
模
写
本
と
深

い
関
係
を
伺
わ
せ
る
が
、
原
図
が
二
曲
屛
風
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
配
色

の
相
違
点
な
ど
か
ら
本
作
品
と
は
別
の
作
品
か
ら
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

そ
の
後
、
本
作
品
は
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
）
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
所

蔵
品
と
な
っ
た
。
成な

る
さ
わ
か
つ
し

澤
勝
嗣
氏
に
よ
っ
て
内
膳
本
の
図
様
を
直
接
継
承
し
た
小
屛
風

で
あ
る
こ
と
、
日
本
人
の
風
俗
は
寛
永
風
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
先
述
の
よ
う
に
画
面
が
暗
く
保
存
状
態
が
芳
し
く
な
い
こ
と
や
小
屛
風
で
あ
る

こ
と
が
理
由
か
、
展
覧
会
や
書
籍
の
図
版
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

❷
本
作
品
の
状
態
に
つ
い
て
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本
作
品
は
紙
本
金
地
着
色
の
六
曲
一
隻
屛
風
で
、
縦
三
段
に
紙
を
貼
り
継
い
で

お
り
、
そ
の
紙
継
ぎ
は
水
平
方
向
に
貫
通
し
て
い
る
。
上
か
ら
第
一
紙
の
上
端
か
ら

第
一
紙
の
下
端
ま
で
が
二
七
・
五
㎝
、
第
一
紙
の
下
端
か
ら
第
二
紙
の
下
端
ま
で
が

三
二
・
六
㎝
、
第
二
紙
の
下
端
か
ら
第
三
紙
の
下
端
ま
で
が
二
七
・
五
㎝
で
、
本
紙
の

総
丈
は
八
七
・
六
㎝
、
一
扇
の
横
幅
は
四
三
・
三
㎝
、
本
紙
総
幅
は
二
五
九
・
八
㎝

と
な
っ
て
い
る
。　

東
博
模
写
本
と
の
図
様
の
相
違
点

　

本
作
品
は
先
述
の
よ
う
に
全
体
的
に
画
面
が
暗
く
色
調
が
沈
ん
で
見
え
る
ほ
か
、

亀
裂
、
破
れ
な
ど
が
生
じ
て
そ
れ
を
繕
っ
た
痕
跡
が
随
所
に
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

か
後
補
か
の
判
断
が
難
し
い
部
分
が
あ
る
。
東
博
模
写
本
は
一
八
九
二
年
（
明
治

二
五
）
に
石
本
秋
園
よ
り
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
博
物
館
の
関
係
者
が
原
本
の
屛
風

を
貴
重
で
あ
る
と
し
て
石
本
秋し

ゅ
う
え
ん

園
に
依
頼
し
て
制
作
、
購
入
さ
れ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
が
、
模
写
制
作
時
点
の
本
作
品
所
有
者
は
不
明
で
あ
る
。
東
博
模
写
本
の

寸
法
は
八
六
・
二
×
二
六
四
・
〇
㎝
で
、
本
作
品
に
較
べ
る
と
縦
が
一
・
四
㎝
小
さ

く
、
横
が
四
・
二
㎝
大
き
い
が
、
修
理
の
際
の
仕
立
て
の
都
合
に
よ
る
差
異
と
見
ら

れ
る
。
東
博
模
写
本
は
欠
損
を
欠
損
と
し
て
写
す
、
剥
落
模
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

東
博
模
写
本
で
確
認
で
き
る
大
き
な
欠
損
部
分
を
あ
げ
る
と
、第
一
扇
右
端
下
部
、

第
一
扇
左
端
ほ
ぼ
全
域
、
第
二
扇
左
端
下
部
、
第
三
扇
中
央
右
側
の
日
傘
を
差
し
掛

け
ら
れ
る
カ
ピ
タ
ン
の
胸
部
分
か
ら
右
側
の
小
姓
の
上
半
身
部
分
、
第
三
扇
右
下
、

第
三
扇
の
左
端
の
中
央
か
ら
下
部
（
図
5
）、
第
四
扇
右
端
の
下
部
、
第
五
扇
の
左

端
ほ
ぼ
全
域
、
第
六
扇
の
右
端
全
域
が
、
薄
茶
色
の
欠
損
箇
所
と
し
て
表
さ
れ
て
い

る
。
東
博
模
写
本
は
本
作
品
そ
の
も
の
を
模
写
し
た
も
の
な
の
か
、
別
本
が
介
在
し

て
い
る
可
能
性
は
な
い
の
か
、
ま
た
模
写
当
時
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
加
減
な
く
写
さ

れ
た
も
の
な
の
か
、
ま
た
模
写
当
時
、
原
本
の
欠
損
箇
所
に
現
在
の
模
写
本
の
表
面

に
見
え
る
よ
う
に
均
一
な
補
修
紙
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
か
な
ど
、
確
証
を
得
ら
れ

な
い
、
考
慮
す
べ
き
点
が
多
々
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
東
博
模
写
本
は
本
作
品
と
欠

損
箇
所
が
一
致
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
、
独
特
の
図
様
や
表
現
と
類
似
す
る
点
が
多

く
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
直
接
的
な
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
本
作
品
の

あ
る
時
期
の
状
態
を
伝
え
る
重
要
な
情
報
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
東

博
模
写
本
が
本
作
品
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
る
。
東

博
模
写
本
に
な
く
、
本
作
品
に
あ
る
も
の
は
明
治
期
以
降
に
描
き
加
え
ら
れ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

東
博
模
写
本
に
欠
損
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
部
分
で
、
現
状
の
本
作
品
で
絵
が
表

さ
れ
て
い
る
箇
所
と
し
て
は
、
第
一
扇
左
下
端
の
黒
い
頭
巾
を
被
っ
た
日
本
人
男
性

の
顔
、
第
二
扇
左
上
の
南
蛮
寺
の
二
階
の
縁
側
に
い
る
僧
の
身
体
の
、
第
三
扇
右
端

に
ま
た
が
っ
て
描
か
れ
て
い
る
部
分
（
帽
子
・
肩
）、
第
三
扇
中
央
右
側
の
カ
ピ
タ

ン
の
胸
部
分
か
ら
右
側
の
小
姓
の
顔
と
上
半
身
の
部
分
、
第
三
扇
左
端
中
央
の
褐
色

の
マ
ン
ト
と
衣
を
着
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
修
道
士
の
着
衣
の
一
部
、
第
五
・
六
扇

の
間
に
ま
た
が
る
南
蛮
船
の
部
分
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
作
品
に
お
い
て
欠
損
し

て
い
る
人
物
の
顔
・
身
体
は
全
て
補
筆
・
補
彩
さ
れ
て
い
る
。
本
作
品
に
お
い
て
、

表
現
と
し
て
重
要
と
言
え
る
第
三
扇
の
カ
ピ
タ
ン（
図
6
）や
そ
の
右
側
の
小
姓（
図

7
）
の
部
分
を
見
て
み
る
と
、
本
紙
が
欠
損
し
て
い
る
部
分
が
補
修
さ
れ
、
墨
線
や

色
の
調
子
を
合
わ
せ
て
欠
損
し
た
絵
が
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た

補
筆
さ
れ
た
部
分
以
外
で
も
、
損
傷
を
受
け
、
何
ら
か
の
行
為
が
行
わ
れ
た
と
見
ら

れ
る
部
分
が
複
雑
な
積
層
状
態
に
な
っ
て
い
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
た
め
、
お
そ
ら

く
こ
う
し
た
補
修
が
行
わ
れ
た
の
は
一
度
だ
け
で
は
な
く
、
複
数
回
行
わ
れ
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
本
作
品
と
東
博
模
写
本
の
図
様
の
主
な
相
違
点
と
し
て
、
以
下
の
四
点
が

あ
げ
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
第
一
扇
、
商
店
の
右
端
の
暖
簾
と
軒
先
の
暖の

れ
ん簾

が
、
東
博

模
本
で
は
水
色
の
地
に
橘
が
揃
い
の
文
様
と
し
て
染
め
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
の
に
対

し
て
（
図
8
）、
本
作
品
で
は
、
右
端
の
暖
簾
が
灰
色
が
か
っ
た
水
色
の
地
に
、
表

現
で
は
な
さ
そ
う
な
黒
い
汚
れ
が
あ
り
、
橘
の
文
様
は
認
識
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る

（
図
9
）。
軒
暖
簾
は
青
み
が
か
っ
た
白
色
の
地
に
、
か
す
れ
て
は
い
る
が
緑
色
の
よ
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う
な
絵
具
で
東
博
模
写
本
同
様
の
橘
が
表
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
部
分
を
近
赤
外
線
撮

影
画
像
（
図
10
）

（
（1
（

で
確
認
す
る
と
、
右
端
の
暖
簾
は
他
の
部
分
よ
り
も
赤
外
線
を
吸

収
し
て
暗
く
写
っ
て
お
り
、
軒
下
の
暖
簾
の
色
が
何
ら
か
の
理
由
で
薄
く
な
っ
た

り
、
退
色
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
間
口
の
暖
簾
の
方
に
異
な
る
彩
色
材
料
が
全

面
に
塗
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
東
博
模
写
本
の
制
作
当
時
は
同
じ
色
で
あ
っ

た
は
ず
が
、
損
傷
を
受
け
て
補
っ
た
際
に
軒
暖
簾
と
は
異
な
る
色
が
選
択
さ
れ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
点
目
と
し
て
、
東
博
模
写
本
の
第
一
扇
左
端
の
蝶

ち
ょ
う
つ
が
い

番
付
近
は
欠
損
と
し
て

表
さ
れ
、『
東
洋
藝
術
名
品
綜
覧
』
の
図
版
25
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
第
一
・
二
扇
の
下

半
分
の
部
分
図
（
図
11
）
で
も
絵
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
現
在

の
本
作
品
を
確
認
す
る
と
（
図
12
）、
第
一
扇
左
端
の
柱
、
暗
い
金
色
を
呈
し
て
い

る
引
き
戸
、
そ
の
右
側
の
白
地
に
赤
色
・
青
色
・
茶
色
の
格
子
文
様
が
小
紋
の
よ
う

に
配
さ
れ
た
布
地
の
よ
う
な
物
品
は
、
こ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
後
に
加
え
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。

　

第
三
点
目
と
し
て
、
第
四
扇
の
下
方
左
端
に
描
か
れ
る
黒
人
の
従
者
二
人
は
、
東

博
模
写
本
で
は
右
側
が
青
色
の
傘
を
持
っ
た
姿
、
左
側
が
十
字
と
三さ

ん
さ叉

を
組
み
合
わ

せ
た
飾
り
の
つ
い
た
播
を
持
っ
た
姿
で
表
さ
れ
て
い
る
（
図
13
）
の
に
対
し
て
、
本

作
品
で
は
右
側
の
男
性
が
青
い
傘
、
左
側
の
男
性
が
緑
色
の
傘
を
持
つ
姿
（
図
14
）

と
な
っ
て
い
る
。
緑
色
の
傘
の
輪
郭
線
（
図
15
）
を
見
る
と
金
泥
の
描
き
起
こ
し
線

が
本
体
の
輪
郭
線
と
沿
っ
て
お
ら
ず
、
周
囲
に
別
の
線
描
や
色
の
痕
跡
も
確
認
で
き

る
。
こ
の
二
人
の
持
物
は
傘
と
播
と
す
る
こ
と
が
、
内
膳
本
や
他
の
類
似
す
る
作
例

に
も
共
通
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。
本
作
品
に
お
い
て
は
、
こ
の
部
分
が

損
傷
を
受
け
、
本
来
の
姿
が
わ
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
隣
の
傘
に
似

せ
て
も
う
一
本
の
傘
に
描
き
改
め
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
四
点
目
と
し
て
、
第
五
扇
の
船
首
か
ら
前
方
に
伸
び
る
棒
（
斜

し
ゃ
し
ょ
う

檣
）
と
交
差
し

て
い
る
横
棒
は
、
東
博
模
写
本
で
は
損
傷
を
受
け
て
い
る
箇
所
な
の
か
、
周
囲
が
白

く
ぼ
や
け
て
表
さ
れ
て
い
る
が
、
本
作
品
で
は
横
棒
に
白
色
の
帆
が
巻
か
れ
て
い

る
。
内
膳
本
で
は
斜
檣
の
み
で
横
棒
は
表
さ
れ
な
い
が
、
斜
檣
に
帆
が
巻
か
れ
た
横

棒
が
交
差
す
る
形
で
表
さ
れ
る
の
は
、
他
の
作
品
に
も
例
が
あ
る
た
め
（
後
述
の
個

人
本
、
南
蛮
文
化
館
本
は
同
様
の
表
現
が
確
認
で
き
る
）、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ

て
描
き
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

金
雲
に
つ
い
て

　

本
作
品
は
金
雲
の
中
に
小
さ
な
雲
の
文
様
を
、
絵
具
で
盛
り
上
げ
金
色
に
仕
上
げ

る
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
東
博
模
写
本
で
は
文
様
の
形
状
・
配
置
な
ど
は
正
確

に
写
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
金
雲
部
分
の
損
傷
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
ず
、
均
質
に

表
さ
れ
て
い
る
。本
紙
が
欠
損
し
た
状
態
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、

金
雲
部
分
が
全
く
損
傷
を
受
け
て
お
ら
ず
、
均
質
な
金
色
を
呈
し
て
い
た
と
は
考
え

に
く
い
。
模
写
の
方
針
と
し
て
絵
の
構
図
や
図
様
を
正
確
に
写
し
取
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
絵
を
装
飾
す
る
も
の
で
あ
る
金
雲
に
つ
い
て
は
文
様
の
形
状
を
写
す
こ
と
は

し
て
も
、
損
傷
の
状
態
ま
で
写
す
こ
と
は
省
略
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

現
状
の
金
雲
部
分
を
参
照
す
る
と
（
図
16
）、
雲
の
形
に
淡
墨
で
下
描
き
を
し
た

上
に
、
胡ご

ふ
ん粉

と
見
ら
れ
る
白
い
絵
具

（
（1
（

で
雲
全
体
の
周
縁
、
そ
の
内
側
の
小
さ
な
雲
形

の
外
縁
、
さ
ら
に
少
し
間
隔
を
開
け
て
内
側
を
雲
形
に
塗
り
、
当
初
は
金
箔
を
押
し

て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
本
共
同
研
究
に
お
い
て
実
施
し
た
蛍
光
Ⅹ
線
分
析
に

よ
り
、
金
色
を
呈
し
て
い
る
部
分
か
ら
は
、
金
と
真

し
ん
ち
ゅ
う

鍮
が
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性

が
提
示
さ
れ
た

（
（1
（

。
真
鍮
箔
・
真
鍮
泥
は
、
金
の
代
用
品
と
し
て
近
代
に
行
わ
れ
た
修

理
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
例
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
修
理
し
た
当
初
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
部
分
と
違
和
感
な
く
金
色
を
呈
し
て
い
る
が
、
銅
の
酸
化
に
よ
り
錆
が
生

じ
、
褐
色
に
変
色
し
て
し
ま
っ
て
い
る
作
例
も
散
見
さ
れ
る
。
本
作
品
全
体
が
暗
く

沈
ん
だ
よ
う
な
色
合
い
を
呈
し
て
い
る
の
は
、
経
年
劣
化
も
あ
る
が
、
後
世
の
修
理

で
使
用
さ
れ
た
真
鍮
箔
・
真
鍮
泥
の
影
響
が
そ
の
原
因
と
し
て
推
測
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
作
品
に
は
過
去
複
数
回
に
わ
た
っ
て
、
絵
画
表
面
に
大
き
な

損
傷
を
受
け
、
補
修
・
補
筆
・
補
彩
さ
れ
て
き
た
履
歴
が
伺
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
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現
在
行
わ
れ
て
い
る
、
文
化
財
の
保
存
修
復
の
理
念
か
ら
は
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る

と
言
え
る
が
、
こ
う
し
た
手
荒
に
も
見
え
る
修
繕
を
施
し
た
か
ら
こ
そ
、
本
作
品
は

作
品
と
し
て
存
在
し
続
け
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
状
態
を
そ
の

ま
ま
に
保
持
し
て
い
る
部
分
が
ご
く
限
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
判
別
が
難
し
い

と
い
う
状
況
で
は
あ
る
が
、
本
作
品
の
持
つ
表
現
の
特
質
に
つ
い
て
注
意
深
く
考
察

を
進
め
た
い
。

❸
南
蛮
屛
風
と
し
て
の
表
現
の
比
較

　

先
行
研
究
に
よ
っ
て
本
作
品
は
本
来
、
六
曲
一
双
屛
風
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の

の
右
隻
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
図
様
の
初
期
作
例
と
見
な
さ
れ
る
の
が
神
戸

市
立
博
物
館
所
蔵
の
内
膳
本
（
図
17
）
で
あ
る
。
ま
た
本
作
品
と
近
し
い
関
係
に
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
二
作
例
、
個
人
蔵
の
作
品
（
図
18
）
と
、
南
蛮
文
化
館
に
所
蔵
さ

れ
る
小
屛
風
（
図
19
）
に
つ
い
て
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
個
人
本
、
南
蛮
文
化
館
本
と
す

る
（
（1
（

。
こ
れ
ら
三
作
例
の
右
隻
と
本
作
品
は
、
左
方
よ
り
来
航
す
る
南
蛮
船
、
右
方
に

日
本
の
南
蛮
寺
と
商
店
を
配
す
る
と
い
っ
た
主
な
構
成
要
素
が
共
通
す
る
。
南
蛮
屛

風
が
多
数
作
ら
れ
た
の
は
、
異
国
へ
の
好
奇
心
の
み
な
ら
ず
、
南
蛮
船
を
珍
し
い
舶

来
品
を
も
た
ら
す
宝
船
と
し
て
、
招
福
・
吉
祥
画
題
と
し
て
享
受
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

が
、
他
作
例
と
の
比
較
を
通
じ
て

本
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

南
蛮
寺

　

南
蛮
寺
の
描
写
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
内
膳
本
で
は
救
世
主
の
像
が
顔

も
露
わ
に
表
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
作
品
で
は
赤
い
衣
に
青
い
マ
ン
ト
を
羽

織
っ
た
聖
像
の
胸
よ
り
下
の
部
分
が
表
さ
れ
、
顔
は
上
部
の
幕
に
隠
れ
て
表
さ
れ

て
い
な
い
（
図
20
）。
像
主
は
そ
の
左
手
を
十
字
架
の
載
っ
た
天
球
の
上
に
添
え
て

い
る
。
祭
壇
の
前
で
は
四
色
の
縦
縞
の
祭
服
を
着
た
横
向
き
の
司
祭
が
聖せ

い
へ
い餅

を
捧

げ
、
儀
式
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
左
右
に
白
い
衣
の
侍
僧
が
従
う
。
祭
壇
に
は
、
聖

典
が
開
い
て
置
か
れ
、
聖
杯
、
水
瓶
、
見
台
が
置
か
れ
て
い
る
。
同
様
の
構
図
・
描

写
内
容
で
あ
る
個
人
本
、
南
蛮
文
化
館
本
の
聖
像
部
分
は
伝
来
の
過
程
で
削
り
取
ら

れ
る
な
ど
の
事
情
で
図
様
を
確
認
で
き
な
い

（
（1
（

。
本
作
品
の
聖
像
に
見
ら
れ
る
衣
や
天

球
の
陰
影
表
現
は
、
内
膳
本
と
は
異
質
で
、
他
の
作
例
に
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
独

特
の
表
現
で
あ
る
。
実
際
の
洋
装
に
曲
線
的
な
襞ひ

だ
と
陰
影
が
つ
い
て
い
る
の
を
観
察

し
て
描
い
た
と
言
う
の
で
は
な
く
、
明
確
な
陰
影
表
現
が
施
さ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
版
画
や
絵
画
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
模
倣
し
て
描
か
れ
た
絵
画
を
参
考
に
し
て
表

し
て
い
る
よ
う
な
観
念
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
異
国
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
東
博
模
写
本
の
同
じ
部
分
で
は
、
同
様
に
薄
い

青
色
の
地
色
に
濃
い
青
色
の
陰
影
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
先
に
紹
介
し
た
『
好
古

類
纂
』
第
八
集
の
口
絵
で
は
、
お
お
よ
そ
の
図
様
は
共
通
し
、
多
少
簡
略
化
は
し
て

い
る
も
の
の
木
版
画
で
あ
り
な
が
ら
や
や
濃
い
青
色
が
陰
影
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
本
作
品
と
東
博
模
写
本
に
お
い
て
、
司
祭
の
マ
ン
ト
の
縦
縞
の
色
が
背
中

か
ら
右
側
に
向
か
っ
て
赤
色
・
青
色
・
白
色
・
緑
色
で
彩
色
さ
れ
、
各
色
の
内
側

は
檜ひ

が
き
も
ん

垣
文
・
花
文
・
唐
草
文
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
文
様
が
金
色
で
描
き
込
ま
れ
て

い
る
が
、『
好
古
類
纂
』
の
口
絵
で
は
白
色
の
部
分
が
橙
色
と
な
っ
て
お
り
、
全
体

に
枡ま

す
も
ん文

の
よ
う
な
文
様
が
画
一
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
原
本
が
こ
の
よ
う
な
文
様
で

あ
っ
た
の
か
、
木
版
画
に
縮
図
す
る
際
に
変
化
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
第
二
扇
上
部
、
南
蛮
寺
の
向
か
っ
て
左
隣
の
建
物
の
二
階
で
は
、
水
墨
山
水

図
の
よ
う
な
屛
風
の
前
で
、
四
角
帽
を
被
っ
た
神
父
が
教
理
書
を
持
っ
て
説
教
を
し

て
い
る
様
子
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
描
写
内
容
も
、
内
膳
本
、
個
人
本
、
南
蛮

文
化
館
本
と
も
共
通
す
る
が
、
本
作
品
で
は
神
父
が
眼
鏡
を
掛
け
て
い
る
（
図
21
）。

後
か
ら
描
き
足
し
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
東
博
模
写
本
に
お
い
て
も
同
様

に
神
父
は
眼
鏡
を
掛
け
た
顔
貌
で
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
作
品
の
両
眼
の
レ
ン
ズ

を
つ
な
ぐ
ブ
リ
ッ
ジ
の
部
分
の
墨
が
一
部
剥
落
し
て
い
る
な
ど
、
眼
鏡
の
部
分
の
損

傷
劣
化
状
態
が
他
の
部
分
と
大
き
く
異
な
る
よ
う
な
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
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当
初
か
ら
の
表
現
と
見
て
お
き
た
い
。
ま
た
神
父
の
背
後
の
屛
風
は
、屛
風
の
小
縁
、

大
縁
、
襲お

そ
い
ぎ木

、
角
金
具
、
錺か

ざ
り

金
具
、
錺
鋲
な
ど
、
屛
風
の
構
造
を
知
り
、
そ
れ
を

絵
画
化
す
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
た
時
期
・
状
況
で
、
本
作
品
が
制
作
さ
れ
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

（
（1
（

。
襲
木
を
周
囲
よ
り
も
立
体
的
に
表
す
た
め

に
、
絵
具
を
厚
塗
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
剥
落
し
て
い
る
な
ど
、
材
質
表
現
に
も
こ

だ
わ
り
が
見
ら
れ
る
。
本
作
品
は
舶
来
の
珍
し
い
物
品
や
習
慣
、
風
俗
を
描
く
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
日
本
の
伝
統
的
な
絵
画
空
間
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

を
如
実
に
表
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
ら
れ
る
。

日
本
人
の
描
写

　

本
作
品
の
第
一
・
二
扇
に
は
神
父
ら
イ
エ
ズ
ス
会
士
ら
、
そ
れ
に
従
う
日
本
人
の

小
姓
、
先
述
の
よ
う
に
顔
貌
が
後
補
の
可
能
性
が
高
い
頭
巾
を
被
っ
た
日
本
人
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
と
見
ら
れ
る
二
人
、
年
若
く
整
っ
た
顔
立
ち
の
黒
衣
の
修
道

士
、
そ
し
て
裃

か
み
し
もを

着
け
た
武
士
と
そ
れ
に
従
う
禿か

む
ろ、

若
衆
、
荷
持
ち
、
槍
持
ち
達

の
人
の
流
れ
が
右
か
ら
左
へ
と
進
ん
で
い
る
。
描
き
込
ま
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
増
え

て
華
や
か
に
表
さ
れ
る
個
人
本
は
除
き
、
こ
の
人
数
と
構
成
は
内
膳
本
と
南
蛮
文
化

館
本
と
も
お
お
よ
そ
共
通
す
る
が
、内
膳
本
に
は
こ
の
行
列
の
中
に
禿
は
描
か
れ
ず
、

男
性
の
み
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
第
二
扇
上
部
の
建
物
の
縁
側
に
い
る
神
父
に
茶
を

勧
め
る
日
本
人
も
、
内
膳
本
で
は
小
僧
、
本
作
品
・
個
人
本
・
南
蛮
文
化
館
本
で
は

禿
で
表
さ
れ
る
。
内
膳
本
の
右
隻
で
は
、
概
観
し
た
と
こ
ろ
、
商
店
の
暖
簾
か
ら
外

を
覗
き
に
出
た
と
こ
ろ
の
女
性
一
人
の
み
で
、あ
と
は
全
て
男
性
が
表
さ
れ
て
い
る
。

点
景
の
よ
う
に
描
き
込
ま
れ
る
禿
の
姿
は
、
寛
永
風
俗
画
の
常
套
的
表
現
の
よ
う
に

も
見
な
さ
れ
、
内
膳
本
が
他
の
三
作
品
に
較
べ
て
時
代
が
先
行
し
、
ま
た
作
品
の
持

つ
意
味
や
制
作
背
景
も
自
ず
と
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

南
蛮
人
の
描
写

　

続
い
て
第
三
～
六
扇
に
か
け
て
描
か
れ
る
南
蛮
人
の
描
写
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く

と
、
内
膳
本
で
は
全
体
的
に
下
肢
の
長
い
、
長
身
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
人
物
が
表

さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
本
作
品
、
個
人
本
、
南
蛮
文
化
館
本
の
い
ず
れ
も
や
や
ず
ん

ぐ
り
と
し
た
体
躯
で
表
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
本
作
品
に
は
後
補
が
多
く
、

問
題
の
な
い
部
分
を
選
ぶ
の
が
と
て
も
難
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
第
四
扇

の
水
辺
の
近
く
に
描
か
れ
る
、盾
を
持
っ
た
黒
人
の
従
者
や
赤
い
衣
を
着
た
男
性
は
、

そ
の
表
現
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
（
図
22
）。
襟
や
ボ
タ
ン
は
立

体
的
に
絵
具
を
盛
り
上
げ
て
表
現
さ
れ
、
宣
教
師
や
南
蛮
人
た
ち
が
手
に
す
る
白
い

ハ
ン
カ
チ
ー
フ
は
レ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
か
、
文
様
が
浮
き
上
が
る
よ
う

に
表
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
身
の
回
り
の
品
と
し
て
、

ま
た
高
貴
な
も
の
と
し
て
か
、
内
膳
本
で
も
イ
エ
ズ
ス
会
士
や
南
蛮
人
た
ち
が
手
に

す
る
様
子
が
表
さ
れ
る
が
、
個
人
本
や
南
蛮
文
化
館
本
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
ハ

ン
カ
チ
ー
フ
が
何
で
あ
る
の
か
意
味
が
不
明
と
な
り
、
写
さ
れ
な
く
な
っ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
黒
人
の
従
者
が
持
つ
盾
に
は
、
暗
色
の
地
に
金
色
で
玉
を
前
足
で
転
が
す
よ

う
な
獅
子
の
姿
が
雲
気
文
に
囲
ま
れ
て
表
さ
れ
て
い
る
（
図
23
）。
内
膳
本
に
は
カ

ピ
タ
ン
の
隣
の
小
姓
が
同
様
の
獅
子
の
文
様
の
盾
を
持
っ
て
お
り
、
黒
漆
塗
り
に
金

蒔
絵
に
よ
る
輸
出
向
け
日
本
製
品
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
保
存
状

態
は
も
ち
ろ
ん
、
本
来
の
表
現
と
し
て
も
全
般
的
に
最
も
精
巧
と
言
え
る
内
膳
本
で

は
あ
る
が
、
こ
の
盾
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
本
作
品
の
方
が
縁
文
様
や
そ
の
立
体
感

が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

第
五
・
六
扇
の
南
蛮
船
の
描
写
で
は
、
本
作
品
は
そ
の
境
界
付
近
が
激
し
く
損
傷

し
、
そ
れ
を
繕
う
補
修
が
確
認
で
き
、
東
博
模
写
本
と
の
図
様
の
差
異
も
散
見
さ
れ

る
。
水
夫
が
帆
柱
や
高
所
に
張
ら
れ
た
綱
な
ど
の
上
で
曲
芸
の
よ
う
な
姿
態
で
ア
ク

ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
表
さ
れ
る
の
は
多
く
の
南
蛮
屛
風
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
、内
膳
本
、

本
作
品
、
個
人
本
、
南
蛮
文
化
館
本
と
も
構
成
や
図
様
が
似
通
っ
て
い
る
。
先
頭
の

方
で
綱
の
上
で
腹
ば
い
に
な
っ
て
蜘く

蛛も

舞ま
い

の
よ
う
な
姿
態
で
表
さ
れ
る
者
な
ど
は
、
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近
世
風
俗
画
の
見
世
物
小
屋
な
ど
の
描
写
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
表
現
を
彷
彿
と
さ
せ

る
。
物
珍
し
い
も
の
を
描
い
た
特
殊
な
画
題
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
風
俗

画
の
一
画
題
と
し
て
定
着
し
、多
く
の
作
品
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
作
品
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
、
内
膳
本
を
そ
の
祖
型
と

し
て
継
承
、
制
作
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
個
人
本
、
南
蛮
文
化
館

本
と
の
共
通
点
と
相
違
点
が
入
り
乱
れ
る
よ
う
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
関
係

は
現
時
点
で
は
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
見
沢
氏
論
考

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
作
品
が
最
も
小
振
り
の
作
品
で
あ
る
こ
と

（
（2
（

、
そ
し

て
こ
の
四
作
品
の
う
ち
本
作
品
の
み
が
大
ら
か
な
盛
り
上
げ
装
飾
の
金
雲
で
表
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
。『
南
蛮
屛
風
集
成
』
掲
載
の
九
一
点
の
南
蛮
屛
風
の

う
ち
縦
が
一
二
〇
㎝
未
満
の
作
例
は
十
一
点
、
も
ち
ろ
ん
消
失
・
散
逸
し
て
し
ま
っ

た
作
品
も
多
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
大
半
の
南
蛮
屛
風
は
五
尺
屛
風
と
し
て
作
ら
れ

た
と
言
え
る
。
小
屛
風
に
描
く
と
言
う
こ
と
は
、
よ
り
私
的
な
空
間
で
鑑
賞
さ
れ
る

画
面
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
絵
画
表
面
に
よ
り
近
づ
い
て

見
る
た
め
に
細
部
ま
で
入
念
に
様
々
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
と
理
解

さ
れ
る
。
現
状
の
本
作
品
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
要
素
は
ど
の
程
度
残
っ
て
い
る
の
か
、

残
念
な
が
ら
不
可
逆
的
な
損
傷
と
修
理
を
受
け
て
い
る
と
は
言
え
、
優
れ
た
古
画
に

学
ぼ
う
と
い
う
気
風
の
高
ま
っ
て
い
た
明
治
期
に
詳
細
な
模
本
が
作
ら
れ
た
こ
と
、

『
東
洋
藝
術
名
品
綜
覧
』
に
優
秀
な
る
も
の
と
し
て
唯
一
の
南
蛮
屛
風
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
類
似
す
る
二
曲
屛
風
が
派
生
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

（
（2
（

な

ど
か
ら
、
本
作
品
の
南
蛮
屛
風
と
し
て
の
史
料
価
値
は
高
い
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
姿
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、現
在
の
絵
画
表
面
か
ら
そ
の
痕
跡
を
読
み
取
り
、

そ
の
存
在
意
義
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）　

坂
本
満
他
編
著
『
南
蛮
屛
風
集
成
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。

（
2
）　

註
１
前
掲
書
、
成
澤
勝
嗣
氏
に
よ
る
解
説
「
19　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
A
（
原
田
家
旧

蔵
本
）」
を
参
照
。

（
3
）　

東
京
国
立
博
物
館
列
品
番
号A

-9873

「
南
蛮
図
屛
風
」
六
曲
一
隻
、
同
館
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
画
像
検
索
で
カ
ラ
ー
画
像
が
閲
覧
で
き
る
。
列
品
管
理
情
報
で
は
、
明
治
二
五
年

（
一
八
九
二
）
に
石
本
秋
園
よ
り
購
入
し
た
も
の
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
模
写
の
原
本
や
経

緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
、
沖
松
健
次
郎
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
同
館

に
は
石
本
秋
園
に
よ
る
模
写「
細
川
幽
斎
画
像（A

-9444

）、「
島
津
忠
恒
肖
像
」（A

-9425

）、「
村

井
貞
勝
像
」（A

-9424

）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
石
本
秋
園
は
こ
れ
と
同
時
期
に
や
は
り

古
画
を
模
写
し
た
「
室
町
幕
府
時
代
小
児
遊
戯
図
」
な
ど
が
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
絵
画
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
買
い
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
は
東
京
大
学
駒
場
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
井
戸
美
里
「
一
高
絵
画
資
料
の
概
要
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。（http://m

useum
.

c.u-tokyo.ac.jp/im
ages/S6_ichikokaiga.pdf　

二
〇
二
一
年
七
月
九
日
閲
覧
）

（
4
）

註
2
に
同
じ
。

（
5
）　
『
東
洋
藝
術
名
品
綜
覧
』
第
一
集
第
一
篇
、
図
版
番
号
25
、
美
術
資
料
刊
行
会
、
一
九
二
〇

年
を
参
照
。

（
6
）　

原
田
六
郎
（
一
八
八
八
～
一
九
三
六
）
は
滋
賀
県
長
浜
の
名
家
、浅
見
家
の
六
男
に
生
ま
れ
、

原
田
十
郎
氏
の
養
嗣
子
と
な
り
、
事
業
を
展
開
し
た
。『
大
正
人
名
辞
典
Ⅱ　

上
巻
』
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
（
底
本
・
猪
野
三
郎
編
『
大
衆
人
事
録　

昭
和
三
年
版
』
帝
国
秘

密
探
偵
社
、一
九
二
七
年
）お
よ
び「
原
田
六
郎　

三
五
荘　

長
野
県
」『
別
冊
太
陽
』一
二
八（
日

本
の
こ
こ
ろ　

日
本
の
別
荘
・
別
邸
）、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。
原
田
六
郎
氏
が
他
に
ど
の
よ

う
な
作
品
を
所
蔵
し
て
い
た
の
か
は
不
明
。
昭
和
三
年
九
月
二
四
日
の
『
江
州
浅
見
家
所
蔵

品
入
札
目
録
』（
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
）
を
見
る
と
生
家
の
浅
見
家
は
多
数
の
近
世
絵
画
を

所
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
南
蛮
美
術
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
7
）　

高
見
沢
忠
雄
「
南
蛮
屛
風
解
説
」
屛
風
番
号
二
三
、『
南
蛮
屛
風
』、
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、

一
九
七
〇
年
を
参
照
。

（
8
）　O

scar M
ünsterberg, D

ie D
arstellung von Europäern in der japanischen 

K
unst, H

ugo Grothe, O
rientalisches A

rchiv, 1910/1911

（
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
図

書
館
所
蔵
本
）
を
参
照
。

（
9
）　

小
杉
榲
邨
・
井
上
頼
圀
校
閲
『
好
古
類
纂
』
第
七
集
、
好
古
社
出
版
部
、
一
九
〇
二
年
四
月

（
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）
を
参
照
。
な
お
同
書
は
、
こ
れ
を
第
一
編
と
し
、
第
二
、
三
編
も
出

版
さ
れ
、
明
治
三
三
～
四
二
年
（
一
九
〇
〇
～
〇
九
）
に
三
八
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

小
杉
榲
邨
・
井
上
頼
圀
校
閲
『
好
古
類
纂
』（
第
一
編
）
第
八
集
、
好
古
社
出
版
部
、

註
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（
東
京
文
化
財
研
究
所
文
化
財
情
報
資
料
部

文
化
財
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
室
・
室
長
）

（
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
受
付
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
〇
日
審
査
終
了
）

一
九
〇
二
年
七
月
（
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）
を
参
照
。

（
11
）　

二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
九
日
計
測
。
た
だ
し
東
京
国
立
博
物
館
の
列
品
管
理
情
報
で
は

八
九
・
四
×
二
七
二
・
七
㎝
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
差
異
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
12
）　

荒
井
経
氏
撮
影
に
よ
る
画
像
を
参
照
。

（
13
）　

島
津
美
子
氏
の
蛍
光
Ⅹ
線
分
析
に
よ
り
、
白
色
部
分
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
基
づ
く
。

（
14
）　

島
津
美
子
氏
の
分
析
に
よ
る
。

（
15
）　

こ
れ
ら
三
作
例
の
寸
法
は
以
下
の
通
り
。
註
1
前
掲
書
を
参
照
。

　
　

作
品
番
号
3
、
神
戸
市
立
博
物
館
本
、
六
曲
一
双
、
紙
本
金
地
着
色
、（
各
）
一
五
四
・
五
×

三
六
三
・
二
㎝
。

　
　

作
品
番
号
20
、
個
人
本
、
六
曲
一
双
、
紙
本
金
地
着
色
、（
各
）
一
四
七
・
六
×
三
五
五
・
八
㎝
。

　
　

作
品
番
号
21
、
南
蛮
文
化
館
本
、
六
曲
一
双
、
紙
本
金
地
着
色
、（
各
）
一
四
七
・
六
×

三
五
五
・
八
㎝
。

（
16
）　

成
澤
勝
嗣
「
近
世
初
期
風
俗
画
と
し
て
の
南
蛮
屛
風
︱
そ
の
誕
生
か
ら
変
貌
ま
で
︱
」、『
南

蛮
屛
風
集
成
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。

（
17
）　

註
7
前
掲
書
、
屛
風
番
号
24
、
25
の
解
説
を
参
照
。

（
18
）　

画
中
画
の
屛
風
の
表
装
や
構
造
を
詳
し
く
表
出
す
る
例
と
し
て
、
寛
永
期
の
制
作
と
見
ら
れ

る
「
彦
根
屛
風
」
が
あ
る
。
彦
根
城
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
『
彦
根
屛
風
』
中
央
公

論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
図
26
（
二
八
頁
）、
図
41
（
三
七
頁
）
を
参
照
。

（
19
）　

註
1
前
掲
書
、
内
膳
本
の
日
高
薫
氏
に
よ
る
解
説
を
参
照
。

（
20
）　

註
7
に
同
じ
。

（
21
）　
『
南
蛮
屛
風
集
成
』
掲
載
の
九
一
作
品
の
う
ち
六
曲
屛
風
は
八
〇
点
で
、
南
蛮
屛
風
は
六
曲

屛
風
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
通
例
と
推
測
さ
れ
る
。『
好
古
類
纂
』
第
七
集
の
口
絵
の
原
図

に
あ
た
る
二
曲
屛
風
は
異
例
な
形
式
で
あ
り
、
同
図
様
の
六
曲
屛
風
か
ら
、
二
曲
屛
風
に
縮
小
、

改
変
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
品
と
同
種
の
も
の
が
複
数
存
在
し
て
い
て
別
本
か
ら
派

生
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
好
古
類
纂
』
を
校
閲
し
て
い
る
小
杉
榲
邨
は
明
治
四
四
年

（
一
九
一
一
）
に
『
歴
世
風
俗
女
装
沿
革
図
考
』
を
刊
行
し
て
お
り
、
そ
の
絵
を
東
博
模
写
本

の
筆
者
と
目
さ
れ
る
石
本
秋
園
が
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
杉
榲
邨
と
石
本
秋
園
が
情
報

共
有
で
き
る
関
係
に
あ
り
、『
好
古
類
纂
』
第
七
集
の
口
絵
の
原
図
に
あ
た
る
二
曲
屛
風
は
本

作
品
に
拠
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

【
付
記
】
図
18
は
「
南
蛮
見
聞
録
：
桃
山
絵
画
に
み
る
西
洋
と
の
出
会
い
」
展
図
録
（
神
戸
市
立
博

物
館
、一
九
九
二
年
）
よ
り
、図
19
は
『
日
本
屛
風
絵
集
成
』
十
五
（
南
蛮
風
俗
、講
談
社
、

一
九
七
九
年
）。

【
謝
辞
】
註
8
の
ド
イ
ツ
語
論
文
の
閲
覧
に
際
し
て
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
メ
ラ
ニ
ー
・
ト

レ
ー
デ
教
授
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
ご
教
示

を
頂
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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The Depiction on the Nanban Screen at the National Museum of Japanese History

EMURA Tomoko

The Nanban screen at the National Museum of Japanese History depicts a Nanban ship entering a port, 

foreigners landing, shops selling imported items and Japanese goods, and the Nanban church across six panels. 

It is regarded that this screen was drawn in the early 17th century. It is postulated that this screen referred to 

the composition and figures on the right screen of the Nanban screens (a pair of six-panel screens) at the Kobe 

City Museum. However, this screen is a rare example of comparatively small screens (height: 87.6 cm) among 

the existing Nanban screens. As the condition of this screen is not very good, there is little scope for it to be the 

subject of study.

 In this study, the information about this screen was gathered by comparing the depiction with the facsimile 

of this screen from the Meiji period, which is owned by the Tokyo National Museum. Besides the fine details, 

the relations between subjects in the other Nanban screens were examined; however, retouching and repair 

efforts on this screen have negatively influenced its appreciation value. The fine details and decorativeness 

indicate that this screen was originally produced as an artwork of the highest order. This paper points out the 

possibility that this screen was made smaller than the normal size (five shaku, approximately 150 cm) of most 

Nanban screens in the early 17th century, to make it fit into a private space.

Key word : Nanban art, Genre Paintings in early modern, Facsimile



Image: TNM Image Archives

図 1　国立歴史民俗博物館蔵「南蛮屛風」（H-13）

図２　東京国立博物館蔵「南蛮図屛風」（東博模写本）

図３　『好古類纂』第 7 集 口絵



図５　東博模写本・第一～三扇下方

図７　カピタン右側の小姓（歴博本・第三扇） 図６　カピタン（歴博本・第三扇）

図４　『好古類纂』第 8 集 口絵

Image: TNM Image Archives



図８　商店の暖簾（東博模写本・第一扇）

図９　商店の暖簾（歴博本・第一扇）

図 10　同上・近赤外線写真

Image: TNM Image Archives



図 12　第一扇左端（歴博本）

図 11　『東洋藝術名品綜覧』図版 25
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図 16　金雲部分（歴博本）

図 17　南蛮屛風・右隻（神戸市立博物館蔵）



図 18　南蛮屏風・右隻（個人蔵）

図 19　南蛮屏風・右隻（南蛮文化館蔵）



図 20　南蛮寺の描写内容（歴博本）

図 22　南蛮人像（第四扇，歴博本）

図 21　神父像（歴博本）

図 23　盾の文様（第四扇，歴博本）




